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第 4 章では， レイノルズ数が10000の層流における翼型周りの流場について電磁力の影響を調べてい



















る。乱流場の解析に際しては，電磁場の影響を考慮した k一 ε 方程式を新たに導出しており，その妥当
性は平行平板間流れを計算し，実験値と比較することにより確認している。
具体例としてはまず，二次元層流拡大流路を取扱い，拡大部で生じる流れの剥離を電磁力の印加によっ
て消滅させることが可能であることを示しているO 次に流体機械の基本として翼型周りの流れについて
検討し層流で，翼背面に流れの剥離が生じる場合，電磁力の印加によりそれを消滅させ，翼の揚抗比
を大きく改善させることが可能であることを示しているO 更に，電磁力の影響を考慮した乱流場の翼型
周りの計算を行い，層流状態に比べ電磁力の影響は少ないが，定性的には同一の結論を見出しており，
その際，翼表面上における境界条件の取扱いに新しい工夫を施し，計算手法の改良を図っている。
以上のように，本論文は電磁力を用いた流場制御法について数値流体力学の手法に基づき詳細に検討
したもので，その着想と計算の過程における種々の工夫は独創性に富み，また得られた成果は新しい知
見を数多く含み，流体工学上貢献するところ大であるo よって本論文は博士論文として価値あるものと
認める。
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